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【図5】繰越金と基金の残高

0

8

億円

H18 H19 H20 H21 H22 H23見込み

7億
9,400万円

6億
2,100万円

2億
7,200万円

0円

4億
6,900万円

5億
3,000万円

1億
2,300万円

基金残高繰越金残高

　いざというときに安心して医者にかかりたいーー。互いにお金を出し合って助け

合う「相互扶助」の精神で成り立っている「国民健康保険（国保）制度」。国民健

康保険事業の財政状況を健全に保ち、安心した医療給付を行うため、4月から国民

健康保険税の税率を改正します。

　併せて、皆さんに国民健康保険事業の財政状況や改正の概要などについてお知ら

せします。

持続可能な国保運営を目指して

国民健康保険の税率を改正します

　
市
の
国
民
健
康
保
険(

国
保)

加
入
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費

が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
22
年
度
ま

で
の
総
医
療
費(

国
保
か
ら
の

給
付
額
＋
本
人
負
担
分)

を
比

較
す
る
と
、
19
年
度
は
18
年
度

に
比
べ
て
３
億
９
６
０
０
万
円

の
増
加
。
20
年
度
に
は
75
歳
以

上
の
加
入
者
は
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
移
行
し
ま
し
た
が
、

医
療
給
付
費
は
下
が
ら
ず
19
年

度
よ
り
９
３
０
０
万
円
増
加
し
、

さ
ら
に
21
年
度
に
は
３
億
８
７

０
０
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

(

図
１)

　
18
年
度
で
は
56
億
３
９
０
０

万
円
だ
っ
た
医
療
費
は
年
々
増

え
続
け
、
22
年
度
に
は
66
億
７

０
０
０
万
円
に
。
こ
の
５
年
間

で
、
10
億
円
以
上
も
増
え
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
医
療
費
が

増
え
た
の
か

　
医
療
費
が
増
え
た
原
因
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

①
伸
び
続
け
る
高
額
医
療
費

　
医
療
技
術
が
進
歩
す
る
一
方

で
、
治
療
費
や
入
院
時
の
費
用

も
高
額
に
。
高
額
療
養
費
は
今

後
も
増
加
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

②
限
度
額
適
用
認
定
証
の

　
交
付
で
入
院
件
数
が
増
加

　
限
度
額
適
用
認
定
証
を
医
療

機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
支

払
う
入
院
費
用
が
少
な
く
な
り

ま
す
。
認
定
証
の
交
付
で
加
入

者
が
入
院
し
や
す
く
な
っ
た
こ

と
に
伴
っ
て
、
入
院
件
数
も
増

加
し
て
い
ま
す
。

③
院
外
処
方
に
よ
る

　
調
剤
件
数
が
増
加

　
外
来
受
診
の
増
加
と
と
も
に
、

院
外
処
方
の
件
数
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
院
外
処
方
は
処
方
せ

ん
料
が
加
算
さ
れ
る
の
で
、
医

療
費
も
割
高
に
な
り
ま
す
。

 

22
年
度
に
は
、
総
医
療
費
の

１
割
以
上
を
調
剤
費
が
占
め
て

い
ま
す
。(

図
2)

④
生
活
習
慣
病
の
受
診
率
が

　
高
い

　
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生

活
習
慣
病
は
医
療
費
の
約
３
割

を
占
め
、
治
療
期
間
が
長
く
費

用
も
高
額
で
す
。
重
症
化
す
る
と
、

ほ
か
の
病
気
の
原
因
に
も
な
り
、

さ
ら
に
多
額
の
医
療
費
が
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑤
医
療
機
関
に
近
い

　
近
く
に
大
き
な
病
院
が
あ
る

な
ど
、
受
診
し
や
す
い
環
境
に

あ
る
た
め
に
受
診
回
数
も
増
え

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
国
保
会
計
は
、
医
療
費
の
う

ち
加
入
者
が
窓
口
で
支
払
う
自

己
負
担
金
を
除
い
た
額
（
７
割

〜
９
割
）
を
、
保
険
給
付
費
と

し
て
医
療
機
関
に
支
払
っ
て
い

ま
す
。
医
療
費
が
増
加
す
れ
ば
、

当
然
給
付
費
も
増
加
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
病
気
や
け
が
で
通
院
し
た
り

入
院
し
た
り
す
る
の
は
や
む
を

得
な
い
こ
と
で
す
が
、
歯
止
め

の
か
か
ら
な
い
医
療
費
の
増
大

が
、
国
保
会
計
を
圧
迫
し
続
け

て
い
ま
す
。
保
険
給
付
費
が
総

支
出
額
に
占
め
る
割
合
は
徐
々

に
伸
び
続
け
、
22
年
度
か
ら
は

７
割
に
も
達
し
て
い
ま
す
。(

図

３)社
会
経
済
の
悪
化
で

国
保
税
収
入
が
減
少

　
国
保
税
は
、
加
入
者
の
前
年

分
の
所
得
と
、
そ
の
年
の
固
定

資
産
税
を
基
に
し
て
算
定
さ
れ

ま
す
。

　
国
保
の
加
入
者
に
は
年
金
受

給
者
や
無
職
の
人
が
多
い
と
い

う
構
造
的
な
問
題
に
加
え
、
昨

今
の
景
気
低
迷
に
伴
う
所
得
水

準
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
加
入

者
一
人
当
た
り
の
国
保
税
の
賦

課
額
は
年
々
減
少
し
て
い
る
状

況
で
す
。(

図
４)

支
出
増
と
収
入
減
で

国
保
会
計
は
限
界
に

　
増
え
続
け
る
医
療
費
と
税
収

減
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
前
年
度
の
繰
越
金
や
基
金
を

取
り
崩
す
な
ど
し
て
不
足
分
を

補
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

23
年
度
末
に
は
基
金
も
繰
越
金

も
底
を
つ
き
ま
す
。(

図
５)

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
保
険
給
付

費
の
支
払
い
に
見
合
う
収
入
が

確
保
で
き
な
く
な
る
と
と
も
に
、

今
後
の
大
幅
な
赤
字
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
現
行
の
税
率
を
維
持

し
た
場
合
、
24
年
度
に
は
約
６

億
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。(

図
６)

増
え
続
け
る
医
療
費

５
年
間
で
10
億
円
増

医
療
費
の
増
加
が

国
保
会
計
を
圧
迫

国民健康保険とは

　職場の医療保険の加入者や生活保護を受けている

人などを除く全ての人が加入する保険です。病気やけ

がをしたときに安心して医療を受けられるよう、加入

者が互いにお金を出し合い、互いに助け合う制度です。

　坂井市では、現在11,438世帯・約20,600人が加入し

ています。
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【図2】総医療費に占める調剤費の額
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市
の
国
保
税
率
は
、
平
成
20

年
度
か
ら
４
年
間
据
え
置
い
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
繰
越
金

も
基
金
も
底
を
つ
き
、
今
後
の

財
源
不
足
に
対
応
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

　
収
入
と
支
出
の
不
均
衡
を
少

し
で
も
解
消
し
、
国
保
財
政
を

維
持
し
て
い
く
た
め
、
や
む
を

得
ず
24
年
度
か
ら
の
保
険
税

率
の
改
正
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

(

図
７)

医
療
給
付
分
の
税
率
だ
け
を

改
正
し
ま
す

　
国
保
税
に
は
「
医
療
給
付
分
」

「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」
「
介

護
納
付
金
分
」
と
い
う
、
３

種
類
の
賦
課
区
分
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
う

ち
国
保
医
療
費
の
財
源
と
な
る

医
療
給
付
分
の
み
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

一
人
当
た
り
の
負
担
増
は

年
間
約
１
万
６
６
０
０
円

　
税
率
を
改
正
す
る
こ
と
で
、

加
入
者
一
人
当
た
り
の
年
間
平

均
額
は
約
８
万
２
３
０
０
円
か

ら
１
万
６
６
０
０
円
増
の
９
万

８
９
０
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。(

図
８)

　

　
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
き

な
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
が
、

国
保
財
政
運
営
の
健
全
化
の
た

め
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
増
税
を
防
ぐ
た
め
に

医
療
費
の
抑
制
が
肝
要

　
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
納
め
る

保
険
税
は
、
国
保
制
度
を
支
え

る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

今
回
の
改
正
で
国
保
財
政
が
改

善
さ
れ
て
も
、
こ
の
ま
ま
医
療

費
が
増
加
し
続
け
れ
ば
、
再
び

改
正
に
よ
る
増
税
は
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
医
療
費
の
増
加
を
防
ぐ
た
め

に
、
市
で
は
レ
セ
プ
ト(

診
療

報
酬
明
細
書)

の
点
検
や
訪
問

健
康
指
導
な
ど
を
実
施
し
、
適

正
・
適
切
に
医
療
費
が
使
わ
れ

て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
定
期
的
な
健
康

診
断
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・

健
康
講
座
を
通
じ
て
、
病
気
や

け
が
に
な
る
前
の
予
防
対
策
を

推
進
す
る
な
ど
、
医
療
費
の
抑

制
に
努
め
て
い
ま
す
。

国
保
税
率
を
改
正

平
均
21
％
の
引
き
上
げ
に

一
人
一
人
の
心
掛
け
が

負
担
増
を
防
ぎ
ま
す

医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を

　
国
保
財
政
の
健
全
化
に
は
、

何
よ
り
も
皆
さ
ん
の
健
康
づ

く
り
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

診
療
時
間
内
の
受
診
や
か
か

り
つ
け
医
を
持
つ
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
し
た
心
掛
け
で
も
医
療
費

を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
医
療
費
の
増
加
は
、
国
保

以
外
の
健
康
保
険
の
保
険
料
に

も
影
響
し
ま
す
。
一
人
一
人
が

健
康
に
気
を
配
り
、
賢
い
受
診

を
心
掛
け
て
、
医
療
費
や
保
険

料
負
担
を
抑
え
る
意
識
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

　
保
険
年
金
課
　
50-

3
0
3
1

レセプト(診療報酬明細書)の
点検調査

療費支払い機関(国保連合会)でチェックした

レセプトを、さらに市が保険者として点検・

確認し、適正な医療費給付に努めています。

　過度な請求が認められた場合は、病院に対して減額

請求を行っています。

医

医療費を抑えるために　市の取り組み

重複・頻回受診者などの
把握と訪問健康指導

較的頻繁に医療機関を訪れる加入者宅へ、健

康づくり推進員が訪問。健康相談や健康指導

を行い、加入者の健康に対する不安感の解消

に努めています。

比

医療費を抑えるために　市の取り組み

特定健診、がん検診、人間ドックなど
年１回は健康診断を

高

医療費を抑えるために　皆さんへのお願い

▲おなか周りが気にな
　る人は、ぜひ受診を

額な治療を受けている人の大半は、定期的な

健診を受けていない人であることが分かって

います。健診を受けて病気を早期に発見・治

療することは、自分の身を守るだけでなく医療費の抑

制にもつながります。

　平成20年4月から、40歳以上の人を対象に、メタボリッ

クシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した診査を

実施しています。また、20歳以上の人を対象に、人間

ドック費用の助成をしています。

　市が実施する健診やがん検診の日

程については、各世帯に配布する健

康カレンダーで確認してください。

　人間ドックの案内は、来月の広報

さかいをご覧ください。

調剤医薬品を求めるときは
「ジェネリック医薬品」を

ジ

医療費を抑えるために　皆さんへのお願い

ェネリック医薬品とは、新薬（先発医薬品）

の特許が切れた後に発売される薬です。開発

費が少なく済むので、同等の効果で新薬に比

べて2～8割ほど安い値段で購入でき、医療費が抑えら

れます。

　市販薬ではなく、処方せんが必要な薬です。処方し

てもらうには、医師に「ジェネリック医薬品にしてほ

しい」と伝えることが必要です。

　自分から言い出しにくい場合は、

「ジェネリック医薬品希望カード」

（保険年金課と各総合支所市民課の

窓口にあります）で、希望の意思を伝えてください。

※治療内容によってはジェネリック医薬品が適さない場合も

ありますので、医師にまず相談してください

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
保
の
加
入
・
喪
失
手
続
き
は

14
日
以
内
に

　
国
保
に
加
入
す
る
と
き
や
、
や

め
る
と
き
は
14
日
以
内
に
届
け
出

が
必
要
で
す
。

　
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

国
保
加
入
の
資
格
を
得
た
月
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
国
保
税
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
や

め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
国
保

税
と
他
の
健
康
保
険
の
保
険
料
を

二
重
に
支
払
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
会
社
を
退
職
す
る
人
へ

　
退
職
後
の
健
康
保
険
に
は
、
国

保
に
加
入
す
る
以
外
に
、
会
社
の

健
康
保
険
に
引
き
続
き
加
入
す
る

「
任
意
継
続
保
険
」
や
、
家
族
の

健
康
保
険(

被
扶
養
者
と
し
て)

な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
毎
月
の
保
険
料
な
ど
を
事
前
に

確
認
し
て
か
ら
、
国
保
加
入
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
任
意
継
続
保
険
】

　
退
職
後
、
一
定
の
条
件
で
個
人

の
希
望
に
よ
り
被
保
険
者
と
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。(

２
年
間)

※
任
意
継
続
の
条
件

①
退
職
日
ま
で
に
、
継
続
し
て
２

カ
月
以
上
の
被
保
険
者
期
間
が

　
あ
る
こ
と

②
退
職
日
の
翌
日
か
ら
20
日
以
内

に
申
請
す
る
こ
と

　
詳
し
く
は
、
協
会
け
ん
ぽ
福
井

県
支
部(

27-

８
３
０
０)

ま
た
は

加
入
す
る
健
康
保
険
組
合
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
家
族
の
健
康
保
険
】

　
家
族
が
加
入
し
て
い
る
保
険
の

扶
養
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
家
族
の
勤
務

先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

70
〜
74
歳
の
人
の

窓
口
負
担
割
合
が
据
え
置
き
に

70
歳
〜
74
歳
の
人
の
窓
口
負
担

割
合
が
、
平
成
25
年
３
月
末
ま
で

１
割
負
担
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
対
象
と
な

る
の
は
、
国
民
健
康
保
険
証
兼
高

齢
受
給
者
証
の
右
上
に
「
２
割(

平

成
24
年
３
月
31
日
ま
で
１
割)

」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

　
対
象
者
に
は
、
３
月
下
旬
に
４

月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
保

険
証
を
郵
送
し
ま
す
。
現
在
使
用

し
て
い
る
保
険
証
は
返
還
不
要
で

す
が
、
新
し
い
保
険
証
が
届
い
た

ら
、
古
い
保
険
証
は
４
月
１
日
以

降
に
確
実
に
処
分
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

所
得
割

平
等
割

均
等
割

資
産
割

4.20%

20.00%

22,800円

16,800円

1.60% 1.40%

4.00% 4.00%

6,000円 6,000円

4,800円4,800円

30,000円

25,200円

16.00%

6.40%→

→

→

→

医療給付分
後期高齢者
医療支援金分

介護納付金分
（40～65歳のみ）

所得割…加入者の前年分所得に応じた額

資産割…加入者の固定資産税に応じた額

均等割…加入者一人当たりの額

平等割…加入世帯当たりの額

243,300
277,400

245,100 258,000 264,900
282,500

302,400

115,600 117,000
88,200 86,800 81,600 82,300

98,900

円
被保険者1人当たり 保険給付費 被保険者1人当たり 国保税賦課額

【図8】加入者一人当たり保険給付費と国保税

【図7】国保税の改正内容

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24見込み 
(税改正後）

問

持続可能な国保運営を目指して　国民健康保険の税率を改正します
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嶺北消防署による「防火豆まき」が坂井保育所で

行われました。同保育所と坂井乳児保育所の園児な

ど約300人が参加。防火寸劇では、消防署員が扮し

た鬼がたき木を燃やそうとすると園児たちが一斉に

“豆まき”。力を合わせて火遊びをする鬼を退治しま

した。園児たちは「ライターには触りません」など

と宣言し、火遊びをしないことを誓いました。

遊びしない子になる！
園児が「鬼」と約束 2月2日（木）火

　
｢お世話役さん、リーダーさんのお悩み解決塾｣と

題し、市は男女共同参画推進講座を春江女性の家で

開きました。まちづくりファシリテーターの水上聡

子さんが講師を務め、参加者14人が理想のリーダー

像について理解を深めました。参加した細川保子さ

んは｢互いに助け合える心掛けが大切だと感じた。

今後の活動に生かしたい｣と話していました。

分らしく、元気になる活動を
お世話役さんのお悩み解決塾 2月1日（水）

▲子どもたちの猛攻撃に逃げ出す赤鬼

　
地域のつながりを深め、特性を生かした地域づく

りを進めるための学習会が市内8会場で開かれまし

た。うち鳴鹿公民館では地域住民ら約60人が参加。

まちの防災研究会の松森和人代表による講演や、被

災地から市内に避難している田中徳雲さんの「つな

がりに助けられた」といった話などから、参加者は

つながりの大切さを改めて実感していました。

域の「つながり」
学習会で重要性を再認識 2月9日（木）地

▲「地域のつながりは手段であって目的ではない。何のためにつ
ながるのかを考えて」と参加者に訴える松森代表

みず  かみ  さと

ほそ  かわ  やす   こ

回目の「献上がに」
今季一の品質を皇室へ 2月7日（火）86

　
「ふるさとの日」（※）にちなみ、地元の国指定史跡・六

呂瀬山古墳群の学習会が鳴鹿小学校で行われました。

「六呂瀬山古墳群＆鳴鹿大堰を愛する会」のb山源一

会長が、同小6年生24人に歴史的背景や出土品、継体

天皇との関係などを紹介。身近な史跡を学び、子ども

たちはふるさとへの関心を深めていました。

値ある地域の史跡
「ふるさとの日」に学ぶ 2月7日（火）価

　白衣を着た調理人の手

で形を整えられていく、

紅色も鮮やかな越前が

に（田島魚問屋）

　
市民の健康づくり活動をサポートするボランティ

アを育てようと、「健康サポーター」養成講座をいね

すで開きました。サポーターを目指す人や一般市民

など約70人が出席し、日本人が発症しやすいがん

の種類、検診の必要性や受け方などについて学びま

した。受講者は、家族や地域ぐるみでがんを予防す

る意識を持つことの大切さを感じ取っていました。

康サポーターの“卵”が
がん予防の最新を学ぶ 2月12日（日）健

▲L山さんの話を熱心に聞く児童

※廃藩置県で福井県が誕生した2月7日を、県は「ふるさとの日」と定めています

　
　地元産の魚や野菜を使った、栄養バランスのいい

手軽な料理を学ぶ教室が三国公民館で開かれました。

市内外から約50人が参加。地元のコックを講師に、

旬のタラやへしこ、カニ殻野菜などを使って、フラ

イとあら汁、煮合いを作りました。参加者は「旬の

食材や伝承料理は体にいい。子どものためにもバラ

ンスのいい食事を作りたい」と話していました。

べたものが体を作るから」
子育て中のママが料理を学ぶ 2月5日（日）

「食

自

　
税金の大切さを子どもたちに知ってもらおうと、

坂井法人会は雄島小学校で租税教室を開きました。１、

２年生88人を対象に同会の大久保輝子さんと北山

佳代さんが｢お金を出し合い、助け合うことの大切さ｣

を紙芝居で紹介したほか、アニメや質問コーナーを

通して、税金が社会に役立てられることを解説。児

童は｢お金に感謝したい｣と話していました。

んなのお金はみんなのために
税とお金の大切さを学ぶ 2月6日（月）み

▲「タラをさばいたら次は…」。レシピを確認しながら手際よく調
理するママたち

▲紙芝居を披露す

る大久保さん

▲愛嬌ある動物たちが税金の大切さを説く紙芝

居に、思わず笑みがこぼれる児童ら

▲「自分らしさ

を大切にし

て活動を」と

呼び掛ける

水上さん

おお   く     ぼ   てる   こ

たか やま  げん いち

けい たい

ぜき

きた やま

か　 よ

▲「間違いなく治せ

るがんで命を落

とさないためにも、

検診は大切」と話

す、講師で県民健

康センター所長

の松田一夫さん ▲メモをとりながら熱心に受講する参加者

　
皇室に献上される越前がにの調理が、三国町内の

鮮魚店で行われました。前日夜に三国港に水揚げさ

れた中から厳選されたズワイガニは、体長約1ｍ、

重さ約1.4kgの“極上品”。30分かけて釜ゆでされ鮮

やかな紅色に染まった15匹は、調理人の手で丁寧

に形が整えられ箱

詰めされました。

献上がには翌日、

県職員により両陛

下をはじめ各宮家

に届けられました。

こ

まつ  もり かず   と

まつ  だ  かず  お

た   なか  とく うん

フォーカス

フォーカス

まちの話題をお届けします。
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　「油断せず、打ってすぐ相　「油断せず、打ってすぐ相
手に向き直ること」。稽古で手に向き直ること」。稽古で
直に指導する安原代表（左）直に指導する安原代表（左）

　「油断せず、打ってすぐ相
手に向き直ること」。稽古で
直に指導する安原代表（左）

vol. 71

　
落語を通して子どもの表現力を高めようと、春江

大好きプロジェクトが主催した「子ども落語笑学校」

の卒業発表会がハートピア春江で開かれました。落

語家の真打ち・隅田川馬石さんから指導を受けた弟

子7人が昨秋からの稽古の成果を披露。扇子だけで

なく声色や目線なども使い分ける子どもたちの熱演

ぶりに、客席からは笑い声と拍手が起こっていました。

問

赤

丸岡剣道スポーツ少年団

「ふれんず」は坂井チャンネルでもご覧いただけます！
今回の内容は、3／15（木）～4／14（土）まで放送します。

お楽しみに！　　秘書広報課 50-3012

メンバー　37人
指 導 者　6人
代　　表　安原　真紀さん(丸岡町篠岡)
コメント　

　毎週火・金曜日、18時から丸岡武道館で練習してい

ます。幼稚園児から小学６年生まで、男女に関係なく仲

のよいチームです。ぜひ気軽にご見学ください。

代表連絡先　安原　090-8264-4456

　
公民館を地域に根ざした活動拠点としてさらに活

用していくため、市とまちづくり協議会との意見交

換会を市内4地区で開きました。内容は、現在市が行っ

ている公民館の管理運営の主体を、まちづくり協議

会へと移行していくというもの。運営方法や課題な

ど、積極的な意見が交わされました。今後も検討を

重ね、よりよい方向性を見出していきます。

民館を地域の拠点に」
市とまち協が意見交換 2月15日（水）

「公

「落語笑学校」の発表会
一人前の話しぶりに笑いの渦 2月12日（日）

▲市から概要を出席者に説明（春江地区）

▲オリジナルの高座名を名乗り、10分にも及ぶ演目を堂々と披露
する子どもたち

▲正座で身支度。相手に誠意を
もって竹刀を振れるよう、心
を清める時間でもある

一段と激しさが増すかかり稽古。振る竹刀の強さも声の張りも、その気迫は思わず周りがたじろぐほど。一段と激しさが増すかかり稽古。振る竹刀の強さも声の張りも、その気迫は思わず周りがたじろぐほど。
基本稽古に真剣に取り組むことの大切さを知っている子どもたち。基本稽古に真剣に取り組むことの大切さを知っている子どもたち。
一段と激しさが増すかかり稽古。振る竹刀の強さも声の張りも、その気迫は思わず周りがたじろぐほど。
基本稽古に真剣に取り組むことの大切さを知っている子どもたち。

　
坂井市議会基本条例の４月施行に向け、議会改革

特別委員会は条例案に関する説明会を春江中公民館

で開きました。一般市民や同委員ら約60人が参加。

条例案について同委員から説明した後、議会運営や

議会のあり方などについて意見を交わしました。同

条例は、今回出された意見とパブリックコメントを

基に修正、3月定例会に上程されます。

の夜空を焦がす炎
竹田のどんどが高々と 2月25日（土）冬

開かれた議会へ前進
基本条例“案”を市民と議論 2月18日（土）

　赤々と燃える、高さ

3メートルものどん

どに驚く来場者も

▲議会基本条例の素案について意見が交わされた説明会

やすはら　　 ま   き

不
屈
の
心
を
竹
刀
に
込
め

一
振
り
一
振
り
を
真
剣
に

く
か
じ
か
む
素
足
。

き
り
っ
と
向
き
直
っ

た
面
か
ら
、
白
い
息

が
も
れ
る
。
胴
を
打
つ
、
耳
に

痛
い
ほ
ど
の
竹
刀
の
音
を
、
子

ど
も
た
ち
の
猛
り
声
が
か
き
消

し
て
い
く
。
ど
ん
な
相
手
に
も

堂
々
と
挑
む
。
そ
れ
が
「
丸
岡

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
だ
。

　「
元
気
で
明
る
く
楽
し
い
剣
道
」

が
団
の
モ
ッ
ト
ー
。
ど
う
り
で

道
場
に
入
れ
ば
、
極
寒
に
素
足

で
も
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
明

る
い
。
そ
の
楽
し
さ
が
実
を
結

び
、
３
月
に
は
初
の
北
信
越
大

会
出
場
を
果
た
す
。
６
年
後
の

福
井
国
体
に
向
け
、
強
化
指
定

を
受
け
て
い
る
子
も
い
る
。

　
高
校
の
剣
道
部
顧
問
を
務
め

る
父
親
に
憧
れ
、
４
歳
か
ら
竹

刀
を
持
っ
た
と
い
う
、
キ
ャ
プ

テ
ン
の
松
永
浩
明
さ
ん

（
高
椋
小
６
年
）。「
相
手

を
見
て
戦
い
方
を
変
え

る
。
難
し
い
技
を
稽
古

す
る
の
が
楽
し
い
」
と
、

な
か
な
か
の
策
士
ぶ
り

だ
。
次
期
キ
ャ
プ
テ
ン

の
橋
本
恭
佑
さ
ん
（
同
小
５
年
）

も
「
強
い
人
と
対
戦
す
る
の
は
、

辛
い
け
れ
ど
刺
激
に
な
る
」
と

頼
も
し
い
。

　
防
具
や
竹
刀
は
自
分
で
管
理

す
る
。
最
年
少
の
藤
田
大
智
さ

ん
（
鳴
鹿
幼
保
園
）
も
、
自
分
の

体
ほ
ど
も
あ
る
防
具
袋
に
、
ぎ

こ
ち
な
く
も
大
事
そ
う
に
面
や

胴
を
し
ま
い
込
む
。

　
そ
ん
な
彼
ら
に
指
導
者
た
ち

の
目
は
温
か
い
。
代
表
の
安
原

さ
ん
は
「
た
だ
強
い
選
手
に
な

る
の
で
は
な
く
、
勝
て
な
く
て

も
諦
め
な
い
心
、
仲
間
を
思
い

や
る
心
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
」

と
親
心
を
の
ぞ
か
せ
る
。

　
気
剣
体
―
気
合
と
竹
刀
さ
ば

き
と
体
勢
が
整
っ
て
こ
そ
力
に

な
る
。
厳
し
い
稽
古
す
ら
も
楽

し
み
な
が
ら
、
不
屈
の
心
を
磨

き
続
け
る
子
ど
も
た
ち
だ
。

　
竹田地区恒例のどんど焼きが竹田水車メロディー

パークで行われました。水車前には、願い事を書い

た短冊などで飾りをした笹竹が組まれ、さながら｢冬

の七夕｣に。神事に続き火が入れられると、県内外か

ら集まった約100人の観衆から大きな拍手と歓声が

起こりました。雪

の上に高々と燃

え上がる炎を見

ながら、幻想的な

雰囲気に酔いし

れていました。

すみ  だ    がわ   ば   せき 

ま
つ  

な
が  

ひ
ろ  

あ
き

は
し 

も
と 

き
ょ
う
す
け

ふ
じ
　
た
　 

だ
い   

ち

た
け

しょうがっ  こう

フォーカス

まちの話題が満載の「フォーカス」は、市のホームページ（ 　http://www.city.fukui-sakai . lg. jp/ ）からもご覧

いただけます。ホームページでは“ホット”な話題を随時公開。また、上記以外の話題も紹介しています。

9 3月号広報 83月号広報



11 3月号広報 103月号広報

市民の皆さんの生活に直結する制度や
イベントを紹介するコーナーです。

市役所からのホットなニュースとインフォメーション

国
民
健
康
保
険
お
よ

び
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
が
高
額
な
外
来
診
療

を
受
け
る
と
き
は
、
入
院
診
療

と
同
じ
よ
う
に
、
医
療
機
関
窓

口
で
「
認
定
証
」
な
ど
を
提
示
す

れ
ば
、
ひ
と
月
の
窓
口
で
の
支

払
い
が
一
定
額
に
留
め
ら
れ
ま

す
。
保
険
薬
局
、
指
定
訪
問
看
護

事
業
者
で
も
、
同
じ
よ
う
な
取

り
扱
い
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
適
用
は
、４
月
１
日
か
ら
で
す
。

事
前
に
、
認
定
証
な
ど
を
交
付

す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

75
歳
以
上
の
人
が
加

入
す
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
保

険
料
の
年
間
上
限
額
が
、
４
月

か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

保
険
料
上
限
額（
４
月
〜
）

　
55
万
円
　
※
現
行
は
50
万
円

　
均
等
割
額
お
よ
び
所
得
割
率

な
ど
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
保
険
料
率
は
２
年
ご
と
に
改
定

問
い
合
わ
せ

　
保
険
年
金
課
ま
た
は
福
井
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合（
　
54-

６
３
３
０
）

【国保・後期高齢者医療】 　高額な外来診療
４月１日から、窓口での負担が減ります

● 問い合わせ　保険年金課　50-3031

被保険者の種類

第1号被保険者

第2号被保険者

第3号被保険者

対象となる人

自営業者、学生、フリーターな

ど

会社員、公務員など（厚生年金

保険や共済組合の加入者）

第2号被保険者に扶養されて

いる配偶者

届け出が必要なとき

20歳になったとき
(会社員・公務員は除く)

会社を退職したとき

配偶者に扶養されてい
るが、
・配偶者が退職したとき
・所得などの要件により
配偶者の扶養から外れ
たとき
・老齢年金の受給権があ
る配偶者が65歳に達し
たとき
・配偶者と離婚したとき

就職して会社の厚生年
金に加入したとき

結婚して会社員の配偶
者の扶養になったとき

配偶者が会社に就職し、
その扶養になったとき

加入の種類

第1号(加入
手続き)

第2号から第
1号へ変更

第3号から第
1号へ変更

第1号または
第3号から第
2号へ変更
第1号または
第2号から第
3号へ変更
第1号から第

3号へ変更

届け出先

保険年金課
または
各総合支所
市民課

勤務先
(勤務先から
年金事務所へ)

配偶者の勤務
先(配偶者の
勤務先から年
金事務所へ)

保険料上限が55万円に

● 問い合わせ　　　　　
保険年金課　50-3031

たかむくのまちづくり協議会（平成19年11月5日発足） 進めています！
協働のまちづくり

伝える･引き出す･育む　地域に参画できる仕掛けを
4

▲地区外で見聞を広げる「日帰り
ツアー」には、子どもから大人ま
で約40人が参加。お互いの交流
も深まった

　
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
里
を
象
徴
す
る

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
」
や
、
環
境

美
化
を
促
進
す
る「
た
か
む
く
ク
リ
ー

ン
デ
ー
」の
設
置
な
ど
、活
発
に
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
協

議
会
の
存
在
も
認
知
さ
れ
て
き
ま

し
た
。　

　
地
域
の
文
化
や
伝
統
を
い
か
に

伝
え
る
か
、
市
の
取
り
組
み
を
ど

う
地
域
に
浸
透
さ
せ
参
画
に
つ
な

げ
る
か
、い
か
に
誇
り
を
育
て
る
か
。

こ
れ
が
協
議
会
の
役
割
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
高
椋
か
ら
奈
良
県
・
西
大
寺
に

米
が
奉
納
さ
れ
た
木
簡
が
、
平
成

18
年
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
縁
か
ら
昨
年
度
「
お
米
送

り
」
を
事
業
化
。
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

で
収
穫
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
西

大
寺
に
献
上
す
る
こ
と
で
、
米
作

り
に
関
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
も
、

先
人
の
営
み
や
人
の
つ
な
が
り

に
関
心
が
芽
生
え
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
、
住

民
同
士
の
交
流
を
さ
ら
に
広
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
住
民
が
集
え

る
動
機
づ
け
は
、
今
後
も
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
高
椋
公
民
館
を
拠
点
に
、「
地
域

の
こ
と
は
地
域
で
」
と
い
う
自
主

性
を
高
め
る
事
業
を
仕
掛
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

辻　利雄　会長
（丸岡町舟寄４区）

つじ　　  とし  お

▲「田んぼアート」の田植え▲「田んぼアート」の田植え▲「田んぼアート」の田植え

▲西大寺へコシヒカリを献上

まちの話題をお届けします。

受賞作品を朗読する坂ノ上さん▲

▲絵画を手にする市長と北川さん（左）

震災復興の絵画を寄贈
2月13日

　画家・北川順一さん（三国町運動

公園）から『嵐を鎮める一葉観音』を

いただきました。「少しでも被災者

のお役に」との思いで北川さんが制

作、昨年12月の「東日本復興祈願・

芸術クリスマス展」（岩手県）で大賞

に輝いた日本画です。北川さんは「坂

井市も災害に遭わず、穏やかに成長

してほしい」と話していました。

福井商チアJETSを激励
2月20日

　全米チアダンス選手権に出場す

る福井商業高校チアリーダー部

JETSの激励会が市役所で行われま

した。市内在住の部員5人のうち3

人が教育長を訪問。久保田真唯さん

（3年）は「坂井市を元気にできるよ

うな演技を」と意気込みを語りました。

▲川元教育長から激励を受けるメンバー

（左から久保田さん、吉田侑生さん、五

十嵐美優さん）。ほか、久保美佳さん、

木村優さんも全米選手権に出場

きた がわじゅんいち

・70歳未満の人
・70歳以上で非課税世帯の人

　事前に「限度額適用認定証等」の交付申請を
してください。（3月31日以前に交付された認
定証も使用できます）
■必要なもの
　保険証、印鑑、身分証明書（運転免許証など）
■手続き場所
　保険年金課・各総合支所市民課

70歳以上75歳未満
で、非課税世帯等
ではない人

　受診のとき、窓
口で「保険証兼高
齢受給者証」を提
示してください。

75歳以上で、非課
税世帯等ではない
人

　受診のとき、窓
口で「後期高齢者
医療被保険者証」
を提示してくださ
い。

病院、薬
局など

③「認定証」
　を提示

健康保健
組合など

②「
認
定
証
」

　
を
交
付

①「
認
定
証
」を

　
事
前
に
申
請

　４月から、
限度額を超え
る分は、支払
わなくてもよ
くなります。

【国民年金】 　20歳になったら国民年金
加入や変更の手続きを、お忘れなく！ 

● 問い合わせ　保険年金課　50-3031

本
に
住
む
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
全
て
の
人
は
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
、
次
の

３
種
類
で
す
。

　
結
婚
、就
職
、退
職
な
ど
に
よ
っ
て
、

国
民
年
金
の
加
入
の
種
類
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
届
け
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
届
け
出

を
し
ま
し
ょ
う
。

納
め
忘
れ
の
国
民
年
金
保
険
料
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
期
間

が
多
い
と
、
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
、
受
給
額
が
減
額
さ

れ
た
り
し
ま
す
。
遺
族
年
金
や
障
害

年
金
が
受
給
で
き
な
く
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限

は
原
則
、
翌
月
末
で
す
。
た
だ
し
、
そ

の
期
日
を
過
ぎ
て
も
２
年
以
内
な

ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
口
座
振
替
は
、
金
融
機
関
な
ど
で

手
続
き
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、預（
貯
）

金
通
帳
と
届
け
出
印

　
福
井
年
金
事
務
所
　
23-

４
５
１
８

日

こ
の
よ
う
な
と
き
は
届
け
出
が
必
要
で
す

※届け出には、印鑑・年金手帳(基礎年金番号が分かるもの)など

が必要です。詳しくは、各届け出先にお尋ねください

「ざぶん賞」福井県地区表彰式　　
2月5日

　水や命をテーマにした全国公募

の文学賞「ざぶん賞」の福井県地区

表彰式が行われ、ざぶん環境賞を受

賞した加戸小3年の坂ノ上ゆいさん

ら7人が入賞作品を披露しました。

福井県地区で知事賞にも選ばれた

坂ノ上さんは、花の世話で感じた水

の大切さを素

直に表現。会

場を訪れた約

50人が熱心に

聞き入ってい

ました。

ジェッ ツ

く　ぼ　た　ま　ゆ

よし だ ゆき み い

がらし   み   ゆ

さか   の   うえ

く   ぼ　み   か

き  むらゆう

問
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市役所からのホットなニュースとインフォメーション

まちの話題をお届けします。

原動機付自転車、軽自動車の廃車や変更は
３月30日までに手続きを！

● 問い合わせ　課税課　50-3023

防災マップが全国入賞
2月22日

　「第8回小学生のぼうさい探検隊

マップコンクール」で、東十郷小学

校5年児童9人の作品が佳作に輝き

ました。同作品は、学校周辺の各避

難施設を児童が調査し、紹介や改善

点などをまとめたもの。見やすく色

分けされている点や、各施設の充実

した調査などが評価されました。

▲作品と賞状を手に喜ぶ児童

▲図書館駐輪場付近に設置

LED保安灯を設置
　自然エネルギーを身近に感じ、省

エネの意識を高めてもらおうと、市

はソーラーパネル付きLED保安灯

をハートピア春江に設置しました。

太陽光で昼間に蓄電し、発電量や

CO2削減量などをモニターに表示。

夜間には、消費電力の少ないLED

照明で周囲を明るく照らします。

室戸さんから寄付
2月28日

　株式会社室戸鉄工所（石川県小松

市）の取締役会長室戸実さんから寄

付がありました。室戸さんは坂井町

河和田出身で「子どもたちの科学振

興と、ものづくり教育のために役立

ててもらいたい」と話していました。

種別 窓口

新たに古紙の集団資源回収を
開始する団体

交付条件

奨励金

税
の
納
付
に
は
、安
心
・

便
利
・
確
実
な
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

安
心
…
現
金
を
お
手
元
に
用
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん

便
利
…
納
税
に
出
か
け
る
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん

確
実
…
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

口
座
振
替
で
き
る
税
金

　
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、国
民
健
康
保
険
税

一
度
登
録
す
れ
ば
Ｏ
Ｋ

　
金
融
機
関
な
ど
へ
納
付
に
行

か
な
く
て
も
、定
め
ら
れ
た
納
期

ご
と
に
、自
動
的
に
ご
指
定
の
金

融
機
関
の
口
座
か
ら
振
替
納
付

さ
れ
る
の
が
口
座
振
替
制
度
で
す
。

　
口
座
振
替
は
、金
融
機
関
等
で

一
度
登
録
す
れ
ば
翌
年
度
以
降

も
継
続
さ
れ
ま
す
。納
付
方
法
は

期
別
納
付
と
全
期
一
括
納
付
の

い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
口
座
振
替
の
開
始
は
、手
続
き

を
し
た
月
の
翌
月
以
降
の
納
期

分
か
ら
で
す
。
ま
た
、
全
期
一
括

納
付
で
、振
替
ま
た
は
再
振
替
で

口
座
か
ら
引
き
落
と
し
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、そ
の
年
度
の
２
期
以

降
は
期
別
納
付
に
な
り
ま
す
。　

共
有
名
義
の
固
定
資
産
税
は

納
税
義
務
者
ご
と
に
振
替
Ｏ
Ｋ

　
固
定
資
産
に
個
人
名
義
と
共

有
名
義
が
あ
る
場
合
、そ
れ
ぞ
れ

別
の
振
替
口
座
を
登
録
で
き
ま
す
。

共
有
名
義
の
資
産
を
所
有
し
た
ら

そ
の
分
の
口
座
振
替
手
続
き
を

　
共
有
名
義
の
固
定
資
産
を
、初

め
て
ま
た
は
新
た
に
所
有
し
た
場

合
、固
定
資
産
税
の
口
座
振
替
は
、

納
税
義
務
者
ご
と
に
登
録
が
必
要

で
す
。登
録
が
な
い
と
、そ
の
分
は

納
付
書
で
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　
共
有
名
義
の
固
定
資
産
税
を

口
座
振
替
す
る
場
合
は
、
そ
の

都
度
、
金
融
機
関
等
の
窓
口
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市税の納付は、安心・便利・確実な口座振替で！

● 問い合わせ　納税課　50-3024

古
紙
の
集
団
資
源
回
収

を
新
た
に
実
施
す
る

団
体
（
※
）

や
、
す
で
に

回
収
を
実
施
し
て
い
る
団
体
で
、

下
表
の
条
件
を
満
た
す
場
合
は
、

「
資
源（
古
紙
類
）回
収
奨
励
金
」

の
交
付
対
象
に
な
り
ま
す
。

従
来
の
助
成
金
に
上
乗
せ

　
下
表
の
条
件
を
満
た
す
場
合

は
、
従
来
か
ら
の
、
資
源
回
収
量

に
応
じ
た
助
成
金
（
回
収
量
１

kg
に
つ
き
４．
５
円
）に
、奨
励
金

分
を
上
乗
せ
し
て
交
付
し
ま
す
。

新
規
団
体
は
事
前
に
登
録
申
請
を

　
す
で
に
集
団
資
源
回
収
を
実

施
し
て
い
る
団
体
に
は
、必
要
な

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
別
途
案

内
し
ま
す
。
新
た
に
古
紙
の
集

団
資
源
回
収
を
行
い
た
い
場
合

は
、
事
前
に
新
規
登
録
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
、
環
境
推
進
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交
通
災
害
共
済
は
、
一

人
年
額
５
０
０
円
の

掛
け
金
を
出
し
合
い
、

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
人
に
見

舞
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　
ご
家
庭
に
郵
送
済
み
の
加
入

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

掛
け
金
を
添
え
て
世
帯
単
位
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

共
済
期
間

　
４
月
１
日
〜
25
年
３
月
31
日

※
４
月
以
降
の
加
入
者
は
、掛
け

金
を
納
入
し
た
日
の
翌
日
か
ら

申
し
込
み
窓
口

　
市
民
生
活
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
市
民
課

24年度交通災害共済に
ご加入を
● 問い合わせ　　　　　　　　
総務課安全対策室　50-3525 ● 問い合わせ　環境推進課　50-3032

古紙の資源回収活動を応援します
～県の「資源（古紙類）回収奨励金」をご利用ください～

※年度末はとても混み合います。早めの手続きをお願いします

▲副市長に寄付金を手渡す室戸さん（右）

■以下のような登録が可能に

　個人名義の場合
　坂井太郎 Ａ口座
　共有名義の場合
　坂井太郎　他1人 Ａ口座
　坂井太郎　他1人 Ｂ口座
　坂井太郎　他2人 Ｃ口座
※納税義務者ごとに振替口座
を登録できます

■口座振替できる金融機関等

　福井銀行、福井信用金庫、
福邦銀行、北陸銀行、北國
銀行、北陸労働金庫、花咲
ふくい農業協同組合、春江
農業協同組合、福井県信用
漁業協同組合連合会、越前
信用金庫、ゆうちょ銀行・
郵便局

●年2回以上の回収実施
●1回当たりの平均回収量が
　500kg以上

2回目から、1回当たり1万円
（限度 6万円）

すでに古紙の集団資源回収を
実施している団体

●前年度より実施回数を増加させ、かつ5  
　回以上の回収実施
●1回当たりの平均回収量が
　500kg以上

前年度実施回数より増加した回数に応じ
て、1回当たり1万円
（限度 3万円）

軽
自
動
車
な
ど
を
廃
車
し

た
り
、
他
人
に
譲
っ
た
り
、

ま
た
は
住
所
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
手
続
き
が
必
要

で
す
。

　
手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
引
き
続
き

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
た
り
、
納

税
通
知
書
が
変
更
前
の
住
所
に
送

ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
登
録
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、
３
月
30
日(

金)

ま
で
に
窓
口

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
や
種
別
に
よ
っ
て
必
要
な

も
の
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
各
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
軽
自
動
車
税
は
月
割
課
税
制
度
が

あ
り
ま
せ
ん
。
４
月
２
日
以
降
に
廃

車
や
名
義
変
更
を
し
て
も
、
１
年
分

の
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

小
型
特
殊
自
動
車
も

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
必
要
で
す

　
小
型
特
殊
自
動
車（
ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な

ど
）は
、公
道
を
走
ら
な
い
場
合
で
も
、

所
有
し
て
い
れ
ば
課
税
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

　
所
有
者
は
必
ず
市
役
所
に
申
告
し
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
、

車
両
に
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
新
規（
中
古
）購
入
の
場
合

 

印
鑑
、販
売
証
明
書

・
個
人
売
買（
譲
渡
）の
場
合

 

印
鑑
、譲
渡
証
明
書
ま
た
は
廃
車
証

明
書

手
続
き
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　
課
税
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課

　（
三
国
）　
82-

８
９
０
１

　（
丸
岡
）　
68-

０
８
０
２

　（
春
江
）　
51-

９
４
０
２

原動機付自転車(125cc以下)、
ミニカー、小型特殊自動車

軽二輪車(126～250cc)、
二輪の小型自動車
(251cc～)

軽四輪車、軽三輪車

課税課
または各総合支所市民課
(三国)　82-8901
(丸岡)　68-0802
(春江)　51-9402

福井運輸支局
(福井市西谷1-1402)
　050-5540-2057

軽自動車検査協会
福井事務所
(福井市浅水町138-11-3)
　38-1509

むろ  と  みのる

※団体とは、営利を目的としない区やPTA、婦人会などです



33

野菜のカレー煮

体を動かして汗をかこう！
各種教室のご案内

　詳細はお問い合わせください。

■ヨガ教室

と　き　4月12日～6月7日の 

毎週木曜日13:30～14:30

ところ　三国体育館

受講料　4,000円／8回

　三国体育館　82-4686

■3B体操教室（短期）

と　き　4月11日～5月30日の

毎週水曜日10:00～11:00

ところ　丸岡体育館

受講料　4,800円／8回

■脂肪燃焼エアロビクス（年間）

と　き　毎週月曜日19:30～20:20

ところ　丸岡体育館

受講料　3,000円／5枚チケット

■らくらくヨガストレッチ（年間）

と　き　毎週水曜日20:00～20:50

ところ　丸岡体育館

受講料　3,000円／5枚チケット

　丸岡体育館　66-8920

■土曜午後のヨガ教室

と　き　毎週土曜日14:00～14:50

ところ　春江体育館

受講料　2,000円／4回

■体質改善エクササイズ教室

と　き　３月26日までの毎週

月曜日17：45～18：35

　　　　※通年開催の予定

ところ　春江体育館

受講料　2,000円／4回

　春江体育館　51-4242

■「脱･メタボ！」で健康な体

と　き　4月4日～5月23日の

毎週水曜日10:00～11:00

ところ　坂井体育館

受講料　600円／1回

2,000円／4回

　坂井体育館　68-0123

ハートピア「春の美術展」
作品を展示しませんか

　日ごろの創作活動の成果を展

示しませんか。洋画・日本画・書道・

陶器・彫刻・華道など、ジャンル

は問いません。詳細は、お問い合

わせください。

展示期間　4月8日(日)～15日(日)

ところ　ハートピア春江

展示交流ホール

出展料　1,000円

出展資格　・15歳以上の人

・個人、団体での出展

可能

・1名(1団体)につき 

1点まで

申込方法　出展料を添え、出展申

込書を提出してくださ

い。申込書はハートピ

ア春江窓口に備え付け

てあります

受付期間　3月7日(水)  9:00～

4月1日(日)17:00

※スペースがなくなり

次第締め切り

　ハートピア春江　51-8800

参加無料
少年少女ヨット教室開講

　初心者向けにヨットの乗り方、

舵の取り方などを教えます。1

回ごとの参加もできます。

と　き　4月22日(日)開講

　　　　9:30～16:00

※以降10月まで月1～

2回の開催(全10回)

ところ　三国ボートレース場水面

対　象　小学3年生～中学3年生

の男女

申込方法　下記まで電話

　日本モーターボート競走会

　三国支部「ヨット教室募集係」

　　77-3140 

自衛隊幹部候補生に
なりませんか

※いずれも平成25年4月1日現在

で卒業見込みの人を含む

試験日　5月12日(土)

受付締切　4月27日(金)

　自衛隊福井募集案内所

　　24-3702

NHK学園
受講者を募集中

　趣味や教養など、幅広い講座が

200コース以上あります。

　詳しい資料を無料で送付します

ので、気軽に問い合わせください。

　NHK学園　042-572-3151

笏谷石の漬物石（10～20kg)、

スキーキャリア、ワープ

ロ

乳幼児用チャイルドシー

ト、ベビーカー、ジュニ

アシート、丸岡中学校の

体操服（170cm上下）、電

気カーペット（2畳用）、炊

飯ジャー（5合）、女の子用

冬服（90cm）、介護支援員

の問題集、戦前の布（布団

地、風呂敷、着物、小布）、

大関小学校の女子制服

（150cm上下）、大関小学

校女子体操服（150cm上

下）、小鍋、フライパン

申込方法　電話で下記まで

※無償の品物のみ取り扱います

※掲載期間は3カ月(自動継続は

しません)

※品物の細かい指定はできません

※掲載品は掲載者が保管

　市民生活課　50-3030

温泉ライダー
In加賀温泉郷

　新緑の加賀温泉路を自転車

で走ってみませんか。参加者に

は指定入浴施設の無料入浴の

ほか、加賀の幸を用意します。

■選手受付とステージイベント

と　き　5月12日(土)13:00～17:00

ところ　砂走公園あいあい広場

　　　　(加賀市片山津温泉)

内　容　安田大サーカスの団長

らによるトークショー

■耐久レース

と　き　5月13日(日)受付8:00～

ところ　ホテルアローレ特設会場

　　　　(加賀市柴山町と５-１)

申込締切　4月20日(金)

※申し込み方法など詳しくはホー

ムページをご覧ください。

　加賀市役所観光交流課

　　0761-72-7900

　　http://onsen-rider.kaga.wizspo.jp/

職
種
・
応
募
資
格コ

ー
ス ゆ

ず
っ
て
く
だ
さ
い

ゆ
ず
り
ま
す

■一般･飛行要員･技術

　22歳以上26歳未満(修士

取得者は28歳未満)

■歯科

　20歳以上30歳未満で大

学の歯科課程卒業者

■薬剤科

　20歳以上26歳未満で大

学の薬学課程卒業者

すな はせ

しゃくだに

かじ

エネルギー 　　57 kcal

タンパク質 　4.8 g

脂質  0.5 g

塩分  1.0 g

ダイコン 160 g

ニンジン 40 g

ゴボウ 30 g

シメジ 30 g

鶏ムネ肉（皮なし） 30 g

サヤインゲン 20 g

　水  200 cc

　スープの素 小さじ1/4

　カレー粉 小さじ1

　トマトケチャップ 小さじ2

　塩  ひとつまみ

ダイコン、ニンジンはいちょう切りにし、ゴボウは斜
めに切る
シメジは子房に分け、鶏ムネ肉はそぎ切りにする。
サヤインゲンはゆでて、4cmに切る
鍋にAを温め、①を入れる。煮立ったら②を加えてあく
を取り、Bを加えて10分ぐらい煮る。③を加えてひと煮
する。

①

②
③
④

　塩分の取りすぎは血圧を上げ、血管を傷つけ、腎臓に負
担をかけます。特に漬物や魚・肉の加工品などは、知らな
いうちに塩分を取りすぎてしまいます。また、砂糖やみり
んを増やすと、しょう油や塩を足しがちになるので要注
意です。
うす味に慣れるコツ
　・だしを使い風味をつける
　・ショウガやワサビなどの薬味を使う
　・カレー粉やコショウなどのスパイスで味にめりはり
をつける

　・酸味を効かせる

塩分は控えめに

江戸人の知恵
十郷用水ウオーク

　北国街道の面影が残る道筋を

早春の風を感じて歩きませんか。

と　き　3月25日(日)

　　　　8:30～12:30

ところ　坂井中央公園集合

坂井中央公園→称念寺→丸岡スポーツ

ランド→舟寄→丸岡駅→坂井中央公園

※12km(6km短縮コースもあり)

参加費　大人300円

　　　　小･中学生100円

　　　　※未就学児は無料

申込方法　当日集合場所で申し込み

　福井県ウオーキング協会

　　28-6980

農業支援組織
「ねこの手クラブ」会員募集

　「ねこの手クラブ」

の会員は、丘陵地農業

支援センターとの契

約に基づき農作業に

従事する「非常勤の作業員」です。

　農家からの依頼があれば、支

援センターが会員に日時や作業

内容をお知らせし、作業従事者

を決めます。作業は1日8時間以

内で、賃金は時給700円です。

　人手が足りずに困っている農

家に、あなたの力と思いやりを

貸してください。

～作業内容の例～

・作付け前の畑の準備

・苗の植え付け

・果物、野菜などの収穫作業

※申し込み方法など、詳しくは

ホームページをご覧ください

※ねこの手クラブは雇用対策で

はなく、農業支援が目的です

　丘陵地農業支援センター

　　78-6364

　　http://www.nogyoshien.jp/
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『消費者力クイズ』
抽選でエコグッズを進呈！

　楽しみながら知識を深め、賢

い消費生活を送りましょう。

■消費者力クイズ⑫■

Q.契約後にトラブルが生じた場

合の事業者への申し出方法と

して適切なものはどれですか？

ア)担当者に申し出る

イ)代表者宛てに書面を出す

ウ)強く訴えないと有利に進ま

ないのでまずは強くでる

エ)自分では心もとないので友

人に代役を頼む

応募方法　はがきに①答え②郵便

番号･住所③氏名④年

齢を書いて下記へ送付

応募先　市民生活課

　　　　〒919-0592

坂井町下新庄1-1

応募締切　4月6日(金)

　市民生活課　50-3030

　※2月号の答え…エ

昨年中に建物を壊した人
滅失届の提出はお済みですか？

　家屋の全部またはその一部を

取り壊した場合には、必ず「家屋

滅失届」を提出してください。

届け出により、24年度からの固

定資産税（家屋分）は課税されま

せん。

　また、店舗を住宅に変えた場

合など、家屋の用途変更をした

場合にも届け出が必要です。詳

しくは、下記までお問い合わせ

ください。

提出先　課税課

　　　　各総合支所市民課

　課税課　50-3023

財政健全化のため
市有地をお売りします

　申し込み方法など、詳しくは

市ホームページをご覧ください。

※単位(面積: 、価格:円)

※面積は登記（小数点以下略）

※現地には売土地看板を設置

※個人、法人は問いません

　監理課　50-3021

さかいクリーンセンター
肥料を無料で配布します

　汚泥やし尿などを再生処理し

た有機性肥料を配布します。樹

木や花、野菜に使用でき、中でも

葉物野菜に向いている肥料です。

希望する人は事前に下記まで連

絡してください。

と　き　毎週火・木曜日

10:00～15:00

（12:00～13:00は休み）

配布場所　さかいクリーンセンター

※1人につき、5袋(15kg／1袋)まで

　さかいクリーンセンター

　　72-2200

24年度タクシー料金助成
申請は3月26日　から

　市では、自動車の運転ができ

ない障がいのある人(在宅)がタ

クシーを利用するときの料金の

一部を乗車券として助成します。

　5月以降に申請した場合、交

付枚数は月割りになりますので

ご注意ください。

身体障害者手帳の1･2･3級の人

療育手帳のA1･A2･B1の人

精神障害者保健福祉手帳

1･2級の人

各種手帳（身体障害者手帳･

療育手帳･精神障害者保健福

祉手帳）と印鑑を持参して

社会福祉課または各総合支

所福祉課まで

　社会福祉課　50-3041

　各総合支所福祉課

　（三国）　82-8903

　（丸岡）　68-0805

　（坂井）　51-9404

飲料容器自動回収機
利用は3月31日　17時まで

　丸岡町内に設置している「空

き缶・ペットボトル回収機」は老

朽化のため全て廃止します。

　4月からは各地区の拠点回収

場所を利用してください。

■ポイントの交換(9月末まで)

　たまっているポイントは丸岡

総合支所市民課で交換できます。

①1,000ポイント

　→1,000円分の商品券

②3,500ポイント

　→霞の郷風呂券(10枚綴り)

※4月からは300ポイントごと

に｢プラごみ袋(45 10枚)｣に

交換することもできます

　丸岡総合支所市民課

　　68-0804問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

開催
event information

お知らせ
information

みくに図書館
竹細工展

　竹で作られた干支の置物や帆

船、一輪挿しなどを展示してい

ます。

と　き　3月31日(土)まで

ところ　みくに図書館

内　容　神林洋一さんの作品約

20点を展示

▲まっすぐな竹が、巧みな技術によっ

て生まれ変わります。すてきな作品

をお楽しみください

　みくに図書館　81-2900

万一に備えを
普通救命講習会

　AED(自動体外式除細動器)の

使用方法や心肺蘇生法、止血法

を無料で受講できます。講習後

には修了証を交付します。

と　き　3月25日(日)

　　　　9:00～12:00

ところ　嶺北芦原消防署

対　象　本市やあわら市に在住、

通勤または通学する中

学生以上の人

定　員　30人

申込締切　3月22日(木)

申込方法　電話、FAX、メールで

下記へ

　嶺北芦原消防署

　　　78-4119

　　awara@reihoku-fd.jp

　　http://www.reihoku-fd.jp/

はやし しげ お

や の なな え

 かん ばやし よう いち

自然観察指導者養成講座
ビーチコーミングを学ぶ

　ビーチコーミ

ングは、浜辺を歩き、

流れ着いたもの

を拾い集めること。

海辺に落ちてい

るさまざまな漂着物を観察し、

環境問題に触れながら、指導者

が知っておくべき知識と技術・

基本を学ぶ講座です。

と　き　3月18日(日)

　　　　9:00～16:20

　　　　※雨天決行

ところ　市海浜自然公園

　　　　(実習は浜地海水浴場)

講　師　漂着物学会会員

林　重雄氏

対　象　高校生以上

参加費　50円

申込方法　下記まで電話

　県海浜自然センター

　　0770-46-1101

「おくすり教室」に
参加しませんか

　点眼、点鼻、坐薬、湿布などの

外用薬の使い方を分かりやすく

解説するほか、薬に関する質問

や相談にも応じます。参加は無

料です。

と　き　4月12日(木)

　　　　14:00～15:00

ところ　薬事情報センター

(永平寺町松岡御公領906)

講　師　県薬剤師会薬事情報センター

矢野　七恵氏

定　員　20人

申込方法　電話、FAX、メールで

下記まで

　福井県薬剤師会

　　61-6566　61-6561

　　fpa-di@fukuyaku.or.jp

子育てや高齢者の援助
身近な悩みを解決します

　専門の人に頼むほどではない

が、誰かに手伝ってほしい―こ

んなときは｢坂井地域ファミリー

サービス｣をご利用ください。

　育児や介護の援助などが受け

られます。利用には会員登録が

必要です。

～こんなときに便利です～

■子育て

・保育園の送迎、園児・児童の

帰宅後預かり

・保育園・学校が休みのときや、

急用時の援助

・出産後の家事援助など

■高齢者

・通院や散歩の付き添い

・掃除、洗濯、調理、買い物、

薬の受け取りの代行

・話し相手や代筆、代読など

申込方法　電話かメールで下記まで

年会費　800円

利用料金　1時間当たり700円

※土･日曜日は割り増し料金

※専門職や有資格者ではないた

め、できないこともあります

※協力会員(援助できる人)も随

時募集しています

　坂井地域ファミリーサービス

　(春江女性の家内)　58-0008

　　yell@sakai-fsc.net

　　http://sakai-fsc.net/

登山計画書の提出は
便利な携帯電話から

　登山計画書は、

あなたの命を守

る命綱です。安

心して登山をす

るために必ず提出しましょう。

携帯電話からの提出が便利です。

　県警察本部地域課　22-2880

所在

所在

所在

所在

所在

所在

汐見三丁目11－16

汐見三丁目11－13

汐見三丁目11－15

三国東一丁目48－1

江留上昭和60

汐見三丁目11－14

物件番号

物件番号

地目 面積 価格

地目 面積 価格

地目 面積 価格

地目 面積 価格

地目 面積 価格

地目 面積 価格

物件番号

物件番号

物件番号

物件番号

三国8-1 宅地 305 5,900,000

三国8-2 宅地 660 12,760,000

三国8-3 宅地 679 13,110,000

三国9 宅地 344 6,490,000

 三国25-2 雑種地 198 4,770,000

 春江3 宅地 246 5,170,000

①

②

③

④

⑤

⑥

対
象
者

申
請
窓
口
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おくやみ
1月21日から2月20日までの届け分（敬称略）

おくやみ
今月の
ハッピー
バースデー

今月の
ハッピー
バースデー

おか　 　ち  　さ 　き

    侑芽ちゃん
（1歳・春江町西太郎丸）
父：佳彦さん 母：珠美さん

つじ　　ゆ　  め

丘 千咲希ちゃん
（3歳・春江町井向）
父：宗宏さん 母：良幸さん

ふく ざわ　じゅん いち ろう こ   やま

福澤 潤市郎ちゃん
（1歳・丸岡町竜北）

父：辰之さん 母：仁美さん

アンパンマン大好きBOYです。アンパンマン大好きBOYです。

祝3歳�じいばあ、かっこばあ、
保育所のみんないつもありがとう！！
祝3歳�じいばあ、かっこばあ、
保育所のみんないつもありがとう！！

元気に歌って踊って、
みんなを笑顔にしてくれる
我家のアイドルです。

元気に歌って踊って、
みんなを笑顔にしてくれる
我家のアイドルです。

毎日、元気いっぱい！！
新しいおくつをはいて、
沢山お散歩にいきたいな♪

毎日、元気いっぱい！！
新しいおくつをはいて、
沢山お散歩にいきたいな♪

太田 匠哉ちゃん
（2歳・三国町新宿一丁目）
父：誠さん 母：妃佐子さん

おお　た　　なる　 や

シールがお気に入り！
どこでも貼り付けちゃいます☆
シールがお気に入り！
どこでも貼り付けちゃいます☆

小山 さくらちゃん
（2歳・丸岡町下安田）

父：倫彦さん 母：さゆりさん

楽しい少林寺拳法を
始めてみませんか

　少林寺拳法はお年寄りから

子どもまで、自分の体力に合わ

せて誰でも楽しく行うことが

できます。心も体もたくましく

なってみませんか。いつでもお

気軽に見学に来てください。詳

細は下記までお問い合わせく

ださい。

と　き　毎週水･金曜日

　　　　・小学生以下

　　　　 18:45～20:15

　　　　・中学生以上

　　　　 20:15～21:30

ところ　坂井武道館

対　象　年齢性別を問わず

　金剛禅総本山少林寺坂井東道院

 見　俊次　090-8704-5421

丸岡五徳会創立40周年記念事業
民話劇「新･芋掘り太郎」

　丸岡町山崎三ケの銭瓶古墳

にまつわる民話を上演します。

　約30年前、丸岡体育館落成

記念で公演した「芋掘り太郎」

が脚本を新たによみがえります。

ぜひお越しください。

と　き　4月22日(日)

　　　　開場13:30　開演14:00

ところ　高椋公民館

協力団体　福井劇の会、劇団甍

※入場整理券(無料)は3月21日

　(水)から高椋公民館で配布

　丸岡五徳会　島田

　　090-7745-8424

名　前 行政区年齢名　前 行政区年齢 ボーイスカウト坂井第5団
体験入隊＆説明会

　ボーイスカウトは、自然を学

び、友情や協調の精神を育みま

す。男の子も女の子も歓迎。参

加は無料です。

と　き　3月25日(日)

　　　　10：00～12：30

　　　　※受付9：45～

ところ　春江中公民館

内　容　テント設営、吹き矢作

り、昼食調理など

対　象　小学校入学前～小学2

年生の子どもとその

保護者

申込方法　当日までに下記へ電話

　春江南公民館　西畑　51-0829

美容と健康に
ダンスを始めませんか

　ルンバやチャチャチャ、サン

バなどいろいろなダンスを楽

しみながら健康になりませんか。

初心者大歓迎です。

と　き　毎週火曜日19:00～

ところ　高椋公民館

会　費　月1,000円

　中村　090-7599-0273

マレットゴルフ大会に
参加しませんか

と　き　4月8日(日)8:30～

ところ　ハートピア春江芝生広場

参加料　500円

申込方法　下記まで電話

申込締切　4月2日（月）

　中垣内　51-4997 

三国町／

齊藤　朝治 78 池上

樋口　信子 90 黒目

畑野　宣一 71 浜地

表谷　正則 54 覚善

林　裕美 52 下野

白川　勇 92 黒目

内藤　功 94 平山

笹本　幸雄 71 西今市

川田　ふみ 103 日和山

長田　静枝 78 平山

永谷　きみ子 93 新保    

丸岡町／

大崎　春美 78  舟寄５区

村本　善太夫 85  岡

松森　勇 89  儀間

宮平　巧 91 一本田

高尾　孝一 75 寅国

久米田　　男 70 猪爪

矢部　ふみ子 97 楽間

林田　静枝 91 猪爪新３区

木下　七重 56 猪爪新１区

田中　権十郎 81 下安田

堤　房子 88 女形谷

米田　悦子 72 霞ヶ丘２区

荒谷　ハル 95 下久米田上

松浦　光一 94 三ヶ町

田中　穰 97 舟寄５区

上田　豊 83 千田

　　　由美 93 上長畝

北風　政人 73 坪ノ内  

川端　ミユキ 92 末政

高中　良美 91 一本田福所 

山川　ハツヰ 86 山久保

大倉　節子 67 寅国

  

春江町／

佐々木　ヒフミ 97 西太郎丸

林　大次郎 96 大牧

西畑　登志子 96 江留上本町

石田　森三 85 西長田

坪田　かず子 93 大牧  

橋梅　一樹 53 沖布目

平井　一樹 52 江留上緑

西端　義水 85 中庄  

南部　光司 78 矢島

黒田　銀作 97 石塚

正藤　かずゑ 99 江留上緑

五十嵐　秀雄 70 大牧

奥出　カシコ 90 境元町

　

坂井町／

佐藤　保 70 駅前

宇野　進 84 下兵庫

宮　　才一 85 木部東

　橋　君子 85 上兵庫

吉川　ツヨ子 89 木部新保

伊藤　甚右エ門 86 東

　橋　愛子 87 上関

三宅　玲子 86 新東中野

水上　久彌 86 新庄

前田　登 84 島田

    名前は全て人名漢字および常用漢字で表記しています。

高齢者のための
パソコン基礎講座
　

※いずれも13:00～16:00

ところ　高椋公民館

受講料　①③各4,500円

②3,500円

申込方法　下記まで電話

毎週月･水･金曜日13:00～16:00

毎週火・木曜日18:30～20:30

※詳細はお問い合わせください

　NPO法人いきいきITクラブ

　代表　道見　66-0876

一緒に交流しませんか
地域支え合い体制づくり事業

　高齢者や障がい者、地域の人

たちと楽しく交流しましょう。

参加は無料です。

ところ　高椋公民館

申込方法　下記まで電話

　障害者自立援助センター

　しいのみ　田中　68-1316

「今は塩ビ管のばちだけど。

今はダンボールの太鼓だ

けど。しっかり練習するんだ。

姿勢を伸ばして、手はまっ

すぐ一直線。掛け声は精いっ

ぱい大きな声で。腕が痛く

ても、足がしびれても、声

がかれても平気。だって僕は、

祭の主役になるんだから」

(奉納山車囃子方練習・下

錦区民館にて)

問

問

問

問

問

どう　み

み　さき　とし　つぐ

いらか

ぜに  がめ

た　なか

しま　だ

にし ばた

なか　むら

なか   がいち

はやし 問

問

【今月の表紙】　三国祭に憧れて

■入門講座も募集しています

 人　口 94,473人 （－161、－123人）
 男 45,762人 （－  13、－  72人）

 女 48,711人 （－148、－151人）

 世帯数 29,951戸  （＋120、＋316戸）

9日(金)おやつ作り

13日(火)カイロプラクティック

15日(木)メイク教室

23日(金)おでかけ

27日(火)カイロプラクティック

※いずれも13:00～16:00

4/2(月)、 4/3(火)

4/9(月)、 4/10(火)

4/12(木)、 4/13(金)

4/16(月)、 4/17(火)

4/23(月)、 4/24(火)

① ワード

② メール＆インターネット

③ パワーポイント

と
き（
3
月
）

※（　）内は前月比、前年比

2月1日現在

「みんなの掲示板」

「今月のハッピーバースデー」

掲載希望者を募集

　締め切りは、掲載希

望月の前月5日まで。

希望者多数の場合は、

掲載できない場合が

あります。詳しくは秘

書広報課まで。

　秘書広報課
　　50-3012

問

市の
すがた

「今月のハッピーバースデー」

坂井チャンネル（092ch）にも出演！

　誕生月の赤ちゃんが、コメント・写真付きで

テレビに登場します。ぜひお申し込みください。

さい とう　　　あさ　じ

  ひ　ぐち　　  のぶ　こ

はた　の　　　よし　かず

おもて や　　　 まさ のり

はやし　 　ひろ   み

しら  かわ　　いさむ

ない とう　　 いさお

ささ もと　　　ゆき   お

かわ　だ

なが　た　　　しず　え

なが　や    　    　　　　　こ

  さ　 さ　 き

はやし　 　だい  じ 　ろう

にし ばた　　　と     し 　 こ

いし　だ　　　もり  ぞう

つぼ　た　         　　　　  こ

はし うめ　　　かず  き

ひら　い　　　ひと   き

にし ばた　　　よし  み

なん   ぶ　　　こう　じ

くろ　だ　 　　ぎん さく

まさ とう　       　　　　　

  い    が   らし　　  ひで   お

おく　で

  さ　とう　　 たもつ

  う　  の　     すすむ

みや ざき　　　　さ  いち

たか  はし　　　きみ  こ

よし  かわ　      　　　　　こ

  い　とう　　　じん  う     え   もん

たか  はし　　　あい  こ

　み　 やけ　　   れい　こ

みず かみ　　   ひさ ひろ

まえ   だ　　  のぼる

おお さき　      はる　み

むら もと　　　ぜん　だ　ゆう

まつ もり　　 いさむ

みや  ひら　    たくみ

たか　お　　　 こう いち

  く　 め　  だ　　　たつ　お

  や　 べ　           　　　　こ

はやし だ　　　しず   え

きの した　　　なな　え

  た　なか　　  ごんじゅうろう

つつみ　　ふさ  こ

よね　だ　　　 えつ　こ

あら たに

まつ うら　　　こう いち

  た　なか　　ゆたか

うえ　だ　　  ゆたか

たか  くわ　     よし  み

きた  かぜ　　 まさ   と

かわ  ばた

たか  なか　　　よし　み

やま  かわ　　　　　　　  い

おお  くら　　　せつ　こ

みんなの掲示板
The bulletin board of all市民の活動を応援するコーナーです。

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
欄
で
す

▲

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
欄
で
す

▲

広告掲載を希望する事業者を大募集！

掲載料　広報さかい　　　１枠20,000円／回

　　　　ホームページ（バナー）１枠10,000円／月

広報さかいと市ホームページの広告を募集しています。連続して掲載する場合には、
特別割引もあります。市外事業所もＯＫ！事業主の皆さん、どしどしご応募ください。

※詳細は、市ホームページか秘書広報課まで　50-3012
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秘
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時
代
と
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も
に
あ
り
さ
ま
を
変
え
た
坂
井
市

　
　
　
　
　
　 

― 

ま
ち
の
変
遷
を
垣
間
見
る 

―

江
戸
時
代
の
坂
井
市
域
は
、

幕
府
領
、
福
井
藩
領
、
丸

岡
藩
領
、
本
多
（
旗
本
）
領
、

諸
藩
の
飛
び
地
か
ら
小
さ
な
寺

社
領
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
領
地
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

治
政
府
の
大
き
な
課
題
の

一
つ
、
新
し
い
地
方
制
度

づ
く
り
で
導
入
さ
れ
た
の
が
、

大
区
小
区
制
。
江
戸
期
以
来
の

旧
所
領
と
は
無
関
係
に
、
隣
接

す
る
町
村
（
集
落
）
を
ま
と
め
、

県
内
を
大
区
と
小
区
に
区
画
し

番
号
を
振
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

市
役
所
本
庁
の
あ
る
下
新
庄
村

は
、
明
治
６
年
の
時
点
で
、
上

新
庄
、
定
旨
、
蔵
垣
内
、
五
本
、

徳
分
田
の
各
村
と
共
に
、
第
56

大
区
第
５
小
区
に
属
し
ま
し
た
。

治
11
年
に
は
、
郡
区
町
村

編
成
法
を
制
定
。
画
一
的

す
ぎ
た
大
区
小
区
制
へ
の
反
省

か
ら
、
旧
来
の
郡
や
町
村
が
行

政
単
位
と
な
り
ま
し
た
。
当
時

の
坂
井
郡
は
、
現
在
の
坂
井
市
・

あ
わ
ら
市
・
福
井
市
の
一
部
（
川

西
地
区
な
ど
）
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
行

政
区
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
よ
う
な

小
規
模
な
町
村
単
位
の
自
治
体

で
は
、
明
治
政
府
の
政
策
を
徹

底
さ
せ
る
に
は
不
都
合
を
生
じ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
明
治
17
年
、

郡
と
町
村
の
間
に
連
合
戸
長
役

場
を
設
け
ま
し
た
。

治
22
年
、
市
制
・
町
村
制

が
施
行
さ
れ
ま
す
。
明
治

維
新
以
降
、
政
府
が
新
し
い
地

方
制
度
を
目
指
し
、
試
行
錯
誤

を
重
ね
誕
生
し
た
坂
井
市
域
の

町
（
丸
岡
・
三
国
）
や
村
（
西

長
田
村
・
井
向
村
・
大
牧
村
他

14
村
が
合
併
し
て
出
来
た
「
大

石
村
」
な
ど
）
は
、
昭
和
の
大

合
併
ま
で
長
く
存
続
し
ま
し
た
。

学
校
や
公
民
館
の
区
域
な
ど
、

地
域
的
な
ま
と
ま
り
に
も
そ
の

名
残
が
色
濃
く
見
ら
れ
ま
す
。

村
合
併
が
繰
り
返
さ
れ
、

近
代
旧
町
村
の
行
政
文
書

は
散
逸
が
進
ん
で
い
ま
す
。
現

在
の
坂
井
市
の
元
と
な
っ
た
町

や
村
の
歩
み
を
知
る
こ
れ
ら
貴

重
な
資
料
を
、
後
世
へ
守
り
伝

え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

明

明明

町

①

②

④ ③

④

近代坂井の歩み11

▼
羽
織
は
か
ま
姿
も
板
に
つ
い

た
「
あ
な
た
の
蕎
麦
で
辛
み
隊
」

が
、
Ｂ-

１
の
準
会
員
に
。「
辛
み

蕎
麦
」が
市
を
代
表
す
る
グ
ル
メ

と
し
て
認
め
ら
れ
、今
ま
さ
に
全

国
へ
打
っ
て
出
る
と
こ
ろ
。期
待

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。　 (

杉) 

▼
三
国
祭
�
囃
子
方
　
の
練
習

が
始
ま
り
ま
し
た
。
慣
れ
な
い

な
が
ら
も
一
生
懸
命
太
鼓
を
打

ち
、
掛
け
声
を
響
か
せ
る
子
ど

も
た
ち
。
２
カ
月
後
に
は
素
晴

ら
し
い
お
囃
子
で
見
物
客
を
魅

了
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。　(

充)

▼
お
母
さ
ん
を
生
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。19
歳
の
誕
生
日
に
、

娘
が
実
家
の
母
に
伝
え
た
言
葉

に
思
わ
ず
涙
。
子
ど
も
の
た
め

に
も
頑
張
ら
な
き
ゃ
―
感
極
ま
っ

た
矢
先
、
娘
か
ら
着
信
。「
車
が

欲
し
い
で
す

」…
こ
ら
。 (

純)

①坂井郡藩領別図②坂井郡役所（三国町大門。現

在の三国町山王二丁目1）③連合戸長役場時代

の文書（明治20年・21年度　坂井港（三国町）戸

長役場。坂井港松ヶ下町他19ヶ町連帯町費の予

算決議書）④加戸村草創期の文書（明治22年～

35年　加戸村の村会決議書・報告書）

大切に思うからこそ
それに向かうときは
いつだって怖くて
傷も深いんだよね。

だけど
それでもやっぱり
もう一歩
踏み出したいんだ。

（丸岡町山口）

ぐ
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ち
ょ
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そ
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れ
ん 

ご
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